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～研究の概要～
近年、社会における情報化の進展に伴い総合的な学習の時間を活用して、小学校における情報教育が盛んに導入され始めている。コンピュータを介したゲーム遊びやインターネットでの検索、お絵かきソフトを使った授業実践を行っている小学校がほとんどである。しかし現在の小学校ではネットワークには接続しているにも拘らず、教師に専門的知識が不足している事など小学校側の様々な理由により、有効的な活用ができていないという現状がある。そもそも文部科学省が提示している情報化に期待する目的は、「情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育成する」ことにある。現在の授業実践では、生徒のコンピュータへのインセンティブは下がってしまうのではないだろうか。

そこで我々は、より良い情報の授業を実践するコンテンツとして大学と小学校を結び、小学校の遠隔授業や楽しい授業を行うことで、子ども達にコンピュータに親しみを持ち関心を持ってもらえるようにしていきたい。又、コンピュータ環境などが整っていない地域の分校などにおいて、遠隔授業を配信することで授業内容を共有し、開かれた学校作りを推進していきたい。このような点を想定し、小学校におけるネットワーク環境の構築を提案していく。

～調査目的～
　   【ネットワーク環境の構築】
　今回の課題の目的は動画配信のできるネットワーク環境の構築ということである。そこで、既存のネットワークが張られていない環境を模索した。また、ネットワークが張られていないというだけではなく、今後その場所にビデオ映像がストリーミング配信可能なネットワークが張られるメリットのある環境を考えた。そうして見つけた回答が小学校である。インターネットの普及率が高まり、今の小学生は物心ついたころにはもうインターネットが普及していた世代である。今後こういった世代がいかにネットワークを上手に活用していけるか、さらには発展させていけるかということは非常に大きな問題である。小学生のうちからネットワークに対する関心や知識、そして映像などに対するメディアリテラシーを身に付けることは非常に重要になってくるであろう。　こうした背景から今回は小学校という環境をテーマにネットワークを構築することにした。

【SOIサーバを用いてのストリーミングによる配信】 

ＳＯＩにはストリーミング用サーバ（おそらく Helix Universal Server）が用意されているため、映像をエンコードしてサーバまで送る環境を整えたなら比較的容易にストリーミング配信を行うことができる。

～調査背景～
　   【小学校におけるネットワーク環境の現状】
　藤沢市立秋葉台小学校には現在光ファイバーの回線が引かれており、コンピュータ教室のノートパソコンでネットワークにつなぐことができる。さらに、生徒を有害な情報サイトから守るために市の教文センターで一度フィルターを通し、そういったサイトが検索で引っかからないようにしている。そのため一部のサイトは見ることは出来ないが、基本的にはネットワークは引かれている。しかし、その利用頻度や利用方法を尋ねると必ずしも十分なネットワーク環境とは言えない。まず、生徒の数に対してＰＣの台数が圧倒的に足りていない。ネットワークを利用した学習は週一の総合学習の時間に行なわれており、しかもそれは毎週行なわれるものではない。放課後にコンピュータ教室を利用することはできず、そうした授業時間以外に生徒がネットワークに接する機会はなく有効活用されているとは言いがたい。

【遠隔授業の可能性】 
ストリーミングを用いた遠隔授業には、大きく二つの可能性を秘めていると考えられる。一つは、映像という接しやすいメディアを用いることで子供達のネットワークへの関心を高めるという点。現状では先に述べたように、ネットワークは引かれているもののそれらに関する教育は不十分である。そこで実際にネットワークを利用しながら楽しめる遠隔授業を体験することで、子供たちの関心が高まるのではないかと期待している。　もう一つは、閉鎖的だと言われる初等教育の現場の風通しを良くするという点。従来の授業参観に置き換わるようなシステムとして利用したり、小さな分校などでも授業を見たりすることが可能となれば、小学校の授業も一つの立派なコンテンツとなりうるのではないだろうか。一方、ネット上に公開することで様々な社会問題が浮かび上がってくることは、また別の問題として考えなければならないだろう。
～ネットワーク設計～

　   【秋葉台小学校・視聴覚室の設計】 
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【小学校からサーバまで】 
撮影した映像をHelix Producerでエンコーディングし、SOIの(Helix Universal Server)に送信することで、手軽にストリーミング配信することができる。Helix　ProducerはIEEE1394を自動で認識してくれるためHelix ProducerをインストールしたPCにDVをつなぎ、エンコード先をサーバに指定することでリアルタイムメディアのエンコードが可能になる。その際、サーバ側のIPアドレス、ポート番号が必要である。SOIのサーバのIPアドレス、Portを取得・設定して、これでつなぐ。

エンコーダからサーバに対する回線は、エンコードしたファイルを送るだけでよいので今回は小学校が提供する光ファイバーで十分である。

またエンコーダも、Surestram形式（クライアントの回線速度に応じて、サーバが自動で配信速度を変えることができる形式）で一つのファイルだけ作成すればよいのでCPUは500MHZ程度で良い。これは、自前のLAPTOPでまかなうことができる。


撮影　　　　　　　　　　　　　　　エンコード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ストリーミング配信

【サーバからクライアントまで】

リアルタイムでファイルを受け取るサーバはそれをリアルメディア形式で配信する。そのためクライアントはReal One Playerを各自で用意する必要がある。このシステムはすべてSOIを使うことを仮定しているので以上のみの言及にとどめる。
～予算算出～ 

・Helix Producer Plus for Windows - \36,000 

・DV - \60,000

・その他ケーブル類（IEEE1394等） - \10,000

～ユーザに提供する環境～

授業用サイトを作り、そこからSOIのサーバへのリンクを貼りリアルタイムの映像を見ることができるようにする。ユーザはブラウザでコンテンツまで検索し、コンテンツ自信はReal One Player等で見ることになる。また、リアルタイム配信と同時にコンテンツのファイルをストックしておき、後日見たい場合にも見られるようにサイトを構築する。そのため、授業の配信があるたびごとにサイトの更新が必要である。
～前提となるアプリケーション～

【配信者】
・Helix Producer Plus　－　ブロードキャストストリーミングとダウンロードのためのデジタルメディア作成ツール。強固で信頼性が高いエンコーディング機能により音声と映像をReal Media 形式に変換することができる。
【ユーザ】
・ブラウザ…IE,NNなど。

・Real One Player等
～参考文献・資料及びWEB～

· Real – http://www.jp.real.com
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